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TOF-SIMS ワーキンググループ（TOF-SIMS WG）

は 2011 年度 実用表面分析講演会（PSA-11）におい

て以下の活動を実施した． 

（１）ポスター発表 

PSA-11 のメインであるポスターセッションでは

コニカミノルタの伊藤が RRT-10 の経過報告を，古

河電工の大友が RRT-09 のまとめの報告を行った[1]．

大友の発表では，質量較正に用いるフラグメント

ピークおよびターゲットとなるピークの強度と，相

対質量確度の測定機関間でのバラツキの関係が考察

されており，質量較正の指針を打ち出す上で有益な

情報が抽出できたと考えられた． 

（２）WG 活動 

第 36 回研究会以降の WG 中心の研究会という方

針を受け，PSA-11 においても WG 活動のセッショ

ンが組まれた．ＷＧ活動は 2 日目（10 月 18 日）に

設定されており，まずコニカミノルタの伊藤がこれ

までの活動の経緯を報告した[2-7]． 

引き続き行われた WG 別の討議では大友の

RRT-09 のまとめを WG 内で再度確認し，ポスター

でも報告された，質量較正に用いるフラグメント

ピークおよびターゲットとなるピークの強度が質量

較正の指針の要件となる可能性があることが共有化

された．これを受けて現在行っている RRT-10 の実

施項目の一つであるデータ読み取りの固定において，

質量較正に用いるフラグメントピークの検討を行っ

た上で収集したデータを一機関で読み取ることと

なった．この作業の中で実用的な質量較正の指針が

引き出せればと考えている． 

また，今回の PSA-11 では現在取り組んでいるテー

マである質量較正において，エラー的な要素以外に

質量軸の決め方など，計測の観点からも検討をすべ

きではないかとの意見をいただいている．今後 WG

内で議論できればと考えている． 

更に，WG 討議では質量較正に続く検討課題とし

て定量をテーマとする方向で進め方を議論した．自

己組織化膜などいくつかの候補が挙がっており，ま

ずは数機関で試行できる測定する試料を選定するこ

とになった． 

また，9 月に行われた SIMS 国際会議のポスター

セッションおいて RRT-09 の報告を行った古河電工

の大友がその評価について，NIMS の岩井から ISO

の状況について簡単ではあるが紹介があった． 

上記内容を PSA-11 の最終セッションにてコニカ

ミノルタの伊藤が報告した． 

 

ToF-SIMS WG 討議参加者（敬称略） 

青柳里果（島根大学），阿部芳巳（三菱化学科学技

術研究センター），伊藤博人（コニカミノルタテクノ

ロジーセンター），岩井秀夫（NIMS），大友晋哉（古

河電工），梶原靖子（三菱ガス化学），川島知子（パ

ナソニック），菅井健二（帝人） 

 

参考文献 

[1] 表面分析研究会 2011 年度実用表面分析講演会 

講演資料 

[2] 阿部芳巳, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 15, 91 

(2008). 

[3] 阿部芳巳, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 16, A-43 

(2009). 

[4] 伊藤博人, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 16, A-106 

(2010). 

[5] 阿部芳巳, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 16, A-107 

(2010). 

[6] 阿部芳巳, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 17, A-43 

(2010).  

[7] 大友晋哉, TOF-SIMS WG, J. Surf. Anal. 17, 127 

(2010). 
 
Copyright (c) 2012 by The Surface Analysis Society of Japan 


